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オリヤー文字を使う言語は、インド・オリッサ州の公用語であるオリヤー語（約 3000万人）です。「オリヤー」
は、「オリヤ」(英語 Oriya)とも書かれます。
「こんにちは」をオリヤー文字で書くと、

n+m+ÓAr+ 　　　　　　 Ó+ ←s+＋k+
nO mO ska rO skO ← sO＋ kO

発音は、[nOmOskarO]または [nOmOskar]です。
オリヤー文字の (特に子音字の)外見上の特徴は、第 1に、個々の文字は、曲線部分が多いのだが、それにと
どまらず、全体として 1つの丸であるかのような印象を与えることです。これは、曲線部分が大きな丸や大き
な弧であることによります。手書きでは、丸の部分は、しばしば、活字でよりもさらに大きく書かれます。第 2
の特徴は、単語をなす個々の文字が連続しないことです。これは、デーヴァナーガリー文字やベンガル文字に
見られる上線（シローレーカー）がないためです。文字の頭の部分をなす大きな弧がそれに対応します。
オリヤー語は、言語の系統としては、隣接した地域で話されるヒンディー語やベンガル語とともに印欧語イ
ンド語派（＝インド・アーリア諸語）に属します。その一方で、インド語派の中で東南の端に位置し、異系統の
言語であるドラヴィダ諸語とも隣接しています。
オリヤー語は、以上のような系統的な位置付けと、地理的な位置付けとに呼応して、言語のいろいろな側面

(例えば、発音や文法)において、本来的な印欧語的な特徴と、接触によって取り入れたドラヴィダ語的な特徴
とを合わせ持つことが知られています。
同じことが、オリヤー語を表す文字についても言えます。まず曲線部分が多いことと上線がないことでは、ド
ラヴィダ諸語の文字と類似しており、デーヴァナーガリー文字やベンガル文字とは対照をなします。一方、こ
れら 2点を捨象して文字の各構成部分を見ると、デーヴァナーガリー文字やベンガル文字との対応付けは非常
に明快です。
「文字一覧表」にあげられた文字のほかに、文字がいくつかあります。そのうち 2つの子音字に触れます。y+

[ “Ã]（子音字 26）とl+ [l]（子音字 28）に対して、それぞれに、似ていて異なる音を表す文字 z+ [ j]とL [í ]があり
ます。

y+ [ “Ã] pø+y+ŕ+ [prO “ÃOtnO] (努力) z+ [j] pø+EzA+g+ [prOjogO] (使用)
l+ [l] P˙l+ [phulO] (果実) L+ [í] P+l+ [phOíO] (花)

これらの文字対が表す音は、元来は、同一でした。オリヤー語において発音が歴史的に変化したために生じ
た、音の区別・文字の区別です。同系のほかの言語では現在も、同じ音であって（例えば、ヒンディー語では、
上記の語は、それぞれ [pr@j@tn@] [pr@jo:g], [phu:l] [ph@l]）、同じ文字で表されます。
さて、冒頭であげた挨拶に戻ると、nOmOsは、デーヴァナーガリー文字の解説 (p.165)にもある namasと同
一の語です。言語が異なって表現の仔細が異なっても、挨拶において交わされる趣旨―相手への敬意―は同じ
です。
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